
 

 

 

 

 

 落語家
ら く ご か

の桂
かつら

小金治
こ き ん じ

さんは前座
ぜ ん ざ

のころ、柳家
やなぎや

小三
こ さ ん

治
じ

（のちの五代目

小さん）さんの自宅へ毎日稽古
け い こ

に通っていました。当時の思い出を

著書
ちょしょ

「ケラの水渡
みずわた

り」に書いています。弟子
で し

でもない若者に懇切
こんせつ

に

噺
はなし

を教え、終わると、白いご飯を食べさせてく

れました。終戦から数年、まだ食 糧 難
しょくりょうなん

のころ

で、小金治さんは毎度の銀
ぎん

シャリ（白米のこと

：当時はなかなか食べられなかった）が楽しみであっ

たといいます。ある日、いつものように満腹
まんぷく

になって

帰る途中
とちゅう

、忘れ物に気づいて戻ると、小三治夫妻
ふ さ い

が子供と昼飯を食べ

ていました。粗末
そ ま つ

なサツマイモでした。小金治さんはとまどい、胸
むね

を

つかれ、帰りの電車で泣いたといいます。申
もう

し訳
わけ

なさに、もう稽古に通うのをやめよう

と思い、師匠
ししょう

の桂小文治さんに相談しました。師匠は言いました。「大バカやな、お前

は。小三治はお前に落語を教えているんやないで。落語ちゅうもんを、この世に残して

いるんやないか」と。 

教
おそ

わり、芸
げい

を受
う

け継
つ

いだ人がやがて、おのが食
しょく

を削
けず

って（自分の食事代を削って）ま

で次の世代にそれを引き継
つ

ぐ。落語に限
かぎ

るま

い。伝統
でんとう

芸能
げいのう

、伝統
でんとう

文化
ぶ ん か

は、数知れない人々が

「 志
こころざし

」の細い糸をつないでここまできたの

でしょう。小さんさんが８７歳で亡くなって

四年後、長男の三語楼
さんごろう

さんが六代目を継
つ

ぎ、

襲名
しゅうめい

披露
ひ ろ う

の興行
こうぎょう

を行いまし

た。あの日、サツマイモの食卓
しょくたく

にいた幼い子供です。 
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